
 
 

 

 

 

 

 いよいよ明後日から冬休みがやってきます！みなさんは、冬休みをどう過ごしますか？冬休みも、引き続き体調管

理をしっかりとして、生活リズムを崩さないような生活を心がけてくださいね！「寒いから家から出たくありません」

という声をチラホラ聞きますが、太陽の光を浴びることで生成されるビタミンや分泌されるホルモンもあるため、 

できるだけ外に出て日光浴をするようにしましょう。体内時計のリセットにも太陽の光は影響します          

 感染対策も徹底して行い、年明け元気な姿で会えるように、冬休みを過ごしてくださいね          

 

 

 

 

  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

   

 

 

 

NO.10〈冬休み号〉 

令和 6年 1２月 

西原中学校 保健室 

この３つは、誰でも相談 
できる相談機関だよ！ 
保健室にも相談してね！ 

 



 

 

 

【なんで大麻？】 
 大麻クッキーや大麻キャンディー、大麻チョコレート、大麻グミ、大麻ガムとして、大麻を混ぜ込んだ食品が出回っている

現状があります。「知らない人から勧められてもらった」や「その場のノリで食べた」など、みなさんの身近に広がっていま

す。熊本県内でも、2 億 5000 万円相当の大麻草が栽培されていたり、熊本市で大麻グミが販売されていました。大麻ガ

ムの摘発もあり、みなさんの身近に大麻が潜んでいる可能性があります。また、県内でも 10代が摘発されています。 

【大麻とは？】 

大麻の花や葉には「THC（テトラヒドロカンナビノール）」という脳に作用する成分が含まれており、大麻を乱用すると下図

のような様々な影響があります。 

 

 

 

 

 

 

インターネット等では、「大麻は身体への悪影響がない」、「依存性がない」などの誤った情報が氾濫していますが、大麻の

有害性は、特に成長期にある若者の脳に対して影響が大きいことも判明しています。また、大麻はうつ病や記憶の障害を

引き起こすなど、メンタルヘルスにも悪影響を与えます。間違った情報に流されず、正しい知識で判断しましょう。 

 

【大麻乱用者の実態】 
令和 5 年の大麻事犯検挙人数は、6,482 人（R4 年度 5,342 人）で、そのう

ち 10～20代が約70%を占める結果となっており、20代以下の割合は過去最

高となっています。（10代が 1,222人、20代が 3,545人） 

➡10代のうち、中学生が 21人、高校生が２１4人！！ 

令和 5 年の一定時期に、大麻取締法違反（単純所持）で検挙された者について調

査した結果、 

 ● 大麻を初めて使用したきっかけは、「誘われて」が最多 

 ● 初めて使用した動機は、「好奇心、興味本位」が最多、 

    次いで「その場の雰囲気」でした。      

 

【もし大麻の使用を誘われたらどうする？】 
もしも、あなたが大麻に誘われたら…。 

断ったら空気が悪くなる？友達から嫌われる？逆らえない相手だったら？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「大麻なんて・・」と思っているあなた、他人事ではありません！ 
熊本県内でも、10-20代の大麻の所持や使用が広がっているとして、 

特に若者に対し、熊本県警も注意を呼びかけています！ 

普通のグミに見える大麻グミ 

★薬物問題に関する相談電話 

 ☑薬物問題で困ったときは、各都道府県警察本部の 

相談窓口に電話で相談をしよう。 

  熊本県薬物相談電話：096-384-4444 

大麻草らしきものを見つけた場合や 

薬物を勧められた場合は、 

警察に情報提供をしましょう。 

★断るコツ 
    ●「はっきり、きっぱり」断る！ 

    ●話題を変える、その場から離れる！ 

    ●困ったら専門の相談窓口に相談する！  

 

熊本県の大麻検挙数 

（R5年）は、55人で、 

10～20代が 43人！！ 

参照：厚生労働省・ 

警察庁 HP 


